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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】病棟外に発熱外来等の目的で使用される診療室

を迅速かつ簡易に設置可能とする排気装置付きトレーラ

ーハウスを提供する。

【解決手段】排気装置付きトレーラーハウスは、単一の

空間として形成された診療室Ｒを有すると共に、診療室

Ｒの互いに対向する一対の側壁面部１１ａ、１１ｂの一

方１１ａに設けられた吸気口１２ａおよび他方１１ｂに

設けられた排気口１３ａを有するハウス本体１１と、排

気口１３ａに対し、診療室Ｒ内の空気を排気口１３ａを

介して排出可能に接続された排気装置５と、を備え、診

療室Ｒ内の空気を排気装置５により排気口１３ａを介し

て診療室Ｒ外へ排出することにより診療室Ｒ内に陰圧を

発生させる。

【選択図】図３
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 単 一 の 空 間 と し て 形 成 さ れ た 診 療 室 を 有 す る と 共 に 、 前 記 診 療 室 の 互 い に 対 向 す る 一 対

の 側 壁 面 部 の 一 方 に 設 け ら れ た 吸 気 口 お よ び 他 方 に 設 け ら れ た 排 気 口 を 有 す る ハ ウ ス 本 体

と 、

　 前 記 排 気 口 に 対 し 、 前 記 診 療 室 内 の 空 気 を 当 該 排 気 口 を 介 し て 排 出 可 能 に 接 続 さ れ た 排

気 装 置 と 、

　 を 備 え 、

　 前 記 診 療 室 内 の 空 気 を 前 記 排 気 装 置 に よ り 前 記 排 気 口 を 介 し て 前 記 診 療 室 外 へ 排 出 す る

こ と に よ り 前 記 診 療 室 内 に 陰 圧 を 発 生 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ

ウ ス 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 排 気 装 置 は 、

　 前 記 診 療 室 内 に 配 置 固 定 さ れ 、

　 フ ァ ン 部 と 、 前 記 フ ァ ン 部 の 上 流 側 に 配 置 さ れ た フ ィ ル タ ー 部 と 、 前 記 フ ァ ン 部 を 前 記

排 気 口 に つ な ぐ ダ ク ト 部 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、

　 請 求 項 １ に 記 載 の 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 フ ァ ン 部 は 、 シ ロ ッ コ フ ァ ン に よ り 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 フ ィ ル タ ー 部 は 、

　 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー と 、

　 前 記 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー の 上 流 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー よ り も 捕 捉 対 象

の 粒 子 径 が 大 き い 予 備 フ ィ ル タ ー と 、 に よ り 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 排 気 装 置 は 、 フ ィ ル タ ー 交 換 報 知 部 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 フ ィ ル タ ー 交 換 報 知 部 は 、 前 記 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー の 上 流 側 の 気 圧 と 前 記 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ

フ ィ ル タ ー の 下 流 側 の 気 圧 と の 差 圧 が 所 定 以 上 の 値 に 至 っ た 場 合 に 作 動 す る 表 示 部 を 有 す

る こ と を 特 徴 と す る 、

　 請 求 項 ５ に 記 載 の 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 排 気 装 置 は 、

　 前 記 他 方 の 側 壁 面 部 と こ れ に 隣 接 す る 前 記 ハ ウ ス 本 体 の 側 壁 面 部 と に よ り 画 成 さ れ る 前

記 診 療 室 の 隅 部 に 設 け ら れ る と 共 に 、

　 前 記 フ ァ ン 部 、 前 記 フ ィ ル タ ー 部 お よ び 前 記 ダ ク ト 部 を 前 記 診 療 室 の 内 部 に 対 し て 遮 蔽

す る 仕 切 パ ネ ル 部 を さ ら に 備 え 、

　 前 記 仕 切 パ ネ ル 部 は 、 前 記 フ ィ ル タ ー 部 に 対 す る 前 記 診 療 室 の 内 部 か ら の 操 作 を 可 能 と

す る 開 閉 部 を 有 し 、

　 前 記 吸 気 口 を 有 す る 前 記 一 方 の 側 壁 面 部 に 、 前 記 診 療 室 の 室 内 環 境 調 整 用 の 空 調 装 置 を

さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 排 気 装 置 に 対 向 す る 側 壁 面 部 に 、 前 記 診 療 室 へ の 出 入 用 の ド ア を さ ら に 備 え る こ と

を 特 徴 と す る 、

　 請 求 項 １ に 記 載 の 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス 。
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【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 考 案 は 、 屋 外 の 適 宜 場 所 に 感 染 症 対 策 等 に 利 用 可 能 な 診 療 室 を 開 設 で き る よ う に 構 成

さ れ た 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 感 染 拡 大 等 を 背 景 に 、 専 用 の 発 熱 外 来 の 設 置 に 対 す る 要 望

が 高 ま っ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ １ － ０ ４ １ ７ ６ ５ 号 公 報

【 考 案 の 概 要 】

【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 発 熱 外 来 専 用 の 診 療 室 を 予 め 備 え た 病 院 は 依 然 少 な く 、 既 存 の 病 院 に 発

熱 外 来 の 診 療 室 を 新 た に 設 置 し た 場 合 に は 、 病 院 施 設 の 再 構 成 、 再 構 築 が 必 要 と な り 、 設

置 に 時 間 と 費 用 と を 要 す る こ と と な る 。

　 即 ち 、 発 熱 外 来 の 診 療 室 を 病 棟 内 に 設 け る た め に は 、 当 該 診 療 室 内 で の 汚 染 の 可 能 性 の

あ る 空 気 が 病 棟 内 へ 流 出 す る 事 態 を 確 実 に 防 止 す る 設 備 等 が 必 要 で あ り 、 そ の よ う な 設 備

等 を 病 棟 内 に 新 た に 設 置 し 、 又 は そ の よ う な 感 染 対 策 を 新 た に 施 す こ と が 困 難 、 又 は 煩 雑

な 場 合 も 存 在 す る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の よ う な 実 情 に 鑑 み 、 本 考 案 は 、 病 院 の 病 棟 等 の 、 既 存 の 施 設 、 建 物 の 外 部 に 発 熱 外

来 等 の 目 的 で 使 用 さ れ る 診 療 室 を 迅 速 か つ 簡 易 に 設 置 可 能 と す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 考 案 の 一 形 態 で は 、 単 一 の 空 間 と し て 形 成 さ れ た 診 療 室 を 有 す る と 共 に 、 診 療 室 の 互

い に 対 向 す る 一 対 の 側 壁 面 部 の 一 方 に 設 け ら れ た 吸 気 口 お よ び 他 方 に 設 け ら れ た 排 気 口 を

有 す る ハ ウ ス 本 体 と 、 排 気 口 に 対 し 、 診 療 室 内 の 空 気 を 当 該 排 気 口 を 介 し て 排 出 可 能 に 接

続 さ れ た 排 気 装 置 と を 備 え 、 前 記 診 療 室 内 の 空 気 を 前 記 排 気 装 置 に よ り 前 記 排 気 口 を 介 し

て 前 記 診 療 室 外 へ 排 出 す る こ と に よ り 前 記 診 療 室 内 に 陰 圧 を 発 生 さ せ る こ と を 特 徴 と す る

排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス を 提 供 す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 他 の 形 態 で は 、 排 気 装 置 が 診 療 室 内 に 配 置 固 定 さ れ 、 フ ァ ン 部 と 、 フ ァ ン 部 の 上 流 側 に

配 置 さ れ た フ ィ ル タ ー 部 と 、 フ ァ ン 部 を 排 気 口 に つ な ぐ ダ ク ト 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と

す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 更 に 別 の 形 態 で は 、 フ ァ ン 部 が シ ロ ッ コ フ ァ ン に よ り 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 更 に 別 の 形 態 で は 、 フ ィ ル タ ー 部 が 、 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー と 、 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー の 上

流 側 に 配 置 さ れ 、 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー よ り も 捕 捉 対 象 の 粒 子 径 が 大 き い 予 備 フ ィ ル タ ー と

に よ り 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 更 に 別 の 形 態 で は 、 排 気 装 置 は フ ィ ル タ ー 交 換 報 知 部 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る

。

【 ０ ０ １ １ 】

　 更 に 別 の 形 態 で は 、 フ ィ ル タ ー 交 換 報 知 部 が 、 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー の 上 流 側 の 気 圧 と Ｈ

Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー の 下 流 側 の 気 圧 と の 差 圧 が 所 定 以 上 の 値 に 至 っ た 場 合 に 作 動 す る 表 示 部
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を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 更 に 別 の 形 態 で は 、 排 気 装 置 が 、 他 方 の 側 壁 面 部 と こ れ に 隣 接 す る ハ ウ ス 本 体 の 側 壁 面

部 と に よ り 画 成 さ れ る 診 療 室 の 隅 部 に 設 け ら れ る と 共 に 、 フ ァ ン 部 、 フ ィ ル タ ー 部 お よ び

ダ ク ト 部 を 診 療 室 の 内 部 に 対 し て 遮 蔽 す る 仕 切 パ ネ ル 部 を さ ら に 備 え 、 仕 切 パ ネ ル 部 が フ

ィ ル タ ー 部 に 対 す る 診 療 室 の 内 部 か ら の 操 作 を 可 能 と す る 開 閉 部 を 有 し 、 吸 気 口 を 有 す る

一 方 の 側 壁 面 部 に 、 診 療 室 の 室 内 環 境 調 整 用 の 空 調 装 置 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る

。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 更 に 別 の 形 態 で は 、 排 気 装 置 に 対 向 す る 側 壁 面 部 に 、 診 療 室 へ の 出 入 用 の ド ア を さ ら に

備 え る こ と を 特 徴 と す る 。

【 考 案 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 考 案 に よ れ ば 、 適 宜 の 自 走 車 に よ り 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス を 牽 引 し て 所 望 の

場 所 へ 移 動 さ せ 、 例 え ば 、 病 院 の 駐 車 場 棟 の 敷 地 内 に 設 置 さ せ た 状 態 で 、 排 気 装 置 を 作 動

さ せ て 、 診 療 室 内 の 空 気 を 診 療 室 外 へ 排 出 す る こ と に よ り 診 療 室 内 に 気 圧 差 に よ る 陰 圧 を

形 成 さ せ 、 外 部 の 空 気 を 適 宜 導 入 し て 良 好 な 換 気 を 行 い つ つ 診 療 室 内 に お い て 診 療 を 行 う

こ と が で き る 。

　 従 っ て 、 特 に 、 空 気 感 染 に よ る 感 染 症 検 査 者 、 又 は 患 者 に 医 療 従 事 者 が 対 応 す る 場 合 、

診 療 室 内 の 空 気 の 外 部 流 出 を 防 止 し つ つ 、 感 染 症 の 診 療 、 検 査 を 行 う こ と が 可 能 と な り 、

病 院 の 既 存 の 病 棟 外 部 に 、 感 染 症 専 門 の 診 療 室 を 迅 速 か つ 簡 易 に 設 置 す る こ と が 可 能 と な

る 。

　 そ の 結 果 、 特 に 、 空 気 を 媒 介 と す る 感 染 症 対 策 に お い て は 、 病 院 の 病 棟 等 の 、 既 存 の 建

物 の 外 部 に 当 該 診 療 室 を 感 染 症 対 策 専 門 の 診 療 室 と し て 迅 速 、 簡 易 に 使 用 す る こ と が 可 能

と な る た め 、 既 存 の 病 棟 内 に 様 々 な 感 染 症 対 策 を 新 た に 講 ず る 必 要 が な く な り 、 感 染 症 対

策 に 要 す る 施 設 の 改 変 、 諸 装 置 の 設 置 等 の 時 間 及 び 費 用 を 大 幅 に 節 減 す る こ と が 可 能 と な

り 、 病 院 側 に よ る 各 種 感 染 症 に 対 し て 迅 速 な 対 応 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 本 考 案 に 係 る 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス の ハ ウ ス 部 に よ り 診 療 室 が 形 成 さ れ

た 場 合 に は 、 診 療 室 の 互 い に 対 向 す る 一 対 の 側 壁 面 部 の 一 方 に 設 け ら れ た 吸 気 口 お よ び 他

方 に 設 け ら れ た 排 気 口 を 有 す る ハ ウ ス 本 体 と 、 排 気 口 に 対 し 、 診 療 室 内 の 空 気 を 当 該 排 気

口 を 介 し て 排 出 可 能 に 接 続 さ れ た 排 気 装 置 と を 備 え 、 診 療 室 内 の 空 気 を 、 排 気 装 置 に よ り

排 気 口 を 介 し て 診 療 室 外 へ 排 出 す る こ と に よ り 診 療 室 内 に 陰 圧 を 発 生 さ せ る よ う に 構 成 さ

れ て い る こ と か ら 、 診 療 室 内 に お い て 陰 圧 が 形 成 さ れ た 場 合 に は 、 気 圧 差 に よ り 診 療 室 外

部 か ら 吸 気 口 を 介 し て 外 気 が 診 療 室 内 へ 導 入 さ れ 、 そ の 結 果 、 互 い に 対 向 す る 一 対 の 側 壁

面 部 の 間 に お い て 、 吸 気 口 か ら 排 気 口 に 至 る 空 間 に 所 定 の 風 量 の 空 気 の 直 線 的 か つ ダ イ レ

ク ト な 流 れ を 形 成 す る こ と が で き 、 診 療 室 内 に お け る 被 診 療 者 、 患 者 か ら の 感 染 が 発 生 し

な い レ ベ ル に お け る 換 気 効 率 に よ る 換 気 を 、 診 療 室 内 に お い て 有 効 に 行 う こ と が 可 能 と な

る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 従 っ て 、 診 療 室 内 に お い て 、 空 気 の 流 れ の 上 流 側 に 医 療 従 事 者 が 位 置 す る と 共 に 、 下 流

側 に 患 者 が 位 置 し た 場 合 に は 、 患 者 の 呼 吸 、 ク シ ャ ミ 、 咳 等 に よ る 、 医 療 従 事 者 方 向 へ の

ウ ィ ル ス に よ る 空 中 の 流 動 を 規 制 す る こ と が 可 能 と な り 、 診 療 室 内 に お け る 感 染 の 発 生 の

事 態 を 有 効 に 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 本 考 案 に お い て は 、 診 療 室 が 全 体 と し て

単 一 の 空 間 と し て 形 成 さ れ て お り 、 遮 蔽 物 が 介 在 し な い こ と か ら 、 上 記 の 空 気 の 流 れ が 遮

断 さ れ る こ と が な く 、 換 気 効 率 の よ い 診 療 室 を 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 他 の 形 態 に よ れ ば 、 フ ァ ン 部 、 フ ィ ル タ ー 部 お よ び ダ ク ト 部 に よ り 、 診 療 室 内 の 空 気 を

円 滑 に 排 出 し て 、 診 療 室 内 に 換 気 に 必 要 な 所 定 の 大 き さ の 陰 圧 を 形 成 で き る と 共 に 、 排 出

前 に 空 気 の 清 浄 化 を 達 成 す る こ と が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】

　 更 に 別 の 形 態 に よ れ ば 、 フ ァ ン 部 は シ ロ ッ コ フ ァ ン に よ り 構 成 さ れ て い る こ と か ら 、 診

療 室 内 の 空 気 を ダ ク ト を 介 し て ハ ウ ス 部 外 に 排 出 す る こ と が 可 能 と な り 、 プ ロ ペ ラ フ ァ ン

の 場 合 と は 異 な り 、 診 療 室 内 の 空 気 を ダ ク ト を 介 し て 他 に 漏 れ る こ と な く 確 実 に 外 部 へ 排

出 す る こ と が 可 能 と な る 。

　 ま た 、 ダ ク ト と 接 続 さ れ る シ ロ ッ コ フ ァ ン を 用 い る こ と に よ り 、 ダ ク ト 部 の 取 り 回 し 配

置 に 基 づ き フ ァ ン 部 の 設 置 部 位 の 自 由 度 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る た め 、 ハ ウ ス 部 全 体

の 構 成 の 自 由 度 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 更 に 別 の 形 態 に よ れ ば 、 捕 捉 対 象 の 粒 子 径 が 比 較 的 に 大 き い 補 助 フ ィ ル タ ー に よ り 、 埃

等 を 除 去 し て 、 埃 等 に 起 因 す る Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー の 目 詰 ま り を 抑 制 す る と 共 に 、 Ｈ Ｅ Ｐ

Ａ フ ィ ル タ ー に よ り 、 診 療 室 内 の 空 気 に 含 ま れ る ウ ィ ル ス を 外 部 へ の 排 出 前 に 除 去 す る こ

と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 更 に 別 の 形 態 に よ れ ば 、 フ ィ ル タ ー 交 換 報 知 部 に よ り 、 フ ィ ル タ ー 部 が 交 換 時 期 に あ る

か ま た は フ ィ ル タ ー 部 の 交 換 時 期 が 近 い こ と の 使 用 者 に よ る 認 識 を 促 す こ と が 可 能 と な る

。 そ の 結 果 、 診 療 室 内 の 空 気 を 確 実 に 清 浄 化 し て 外 部 に 排 出 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 更 に 別 の 形 態 に よ れ ば 、 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー の 上 流 側 の 気 圧 と Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー の 下

流 側 の 気 圧 と の 差 圧 に 基 づ き 、 フ ィ ル タ ー 部 の 交 換 時 期 を 適 切 に 判 定 す る と 共 に 、 表 示 部

に よ り 、 フ ィ ル タ ー 部 が 交 換 時 期 に あ る こ と の 使 用 者 に よ る 認 識 を よ り 確 実 に 促 す こ と が

可 能 と な る 。

　 従 っ て 、 操 作 者 、 管 理 者 は 、 表 示 部 を 視 認 す る こ と に よ り 、 フ ィ ル タ ー 交 換 の 要 否 を 目

視 で 確 認 す る こ と が 可 能 と な り 、 良 好 な 操 作 性 、 点 検 性 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 更 に 別 の 形 態 に よ れ ば 、 排 気 装 置 を 診 療 室 の 隅 部 に 設 け る こ と で 、 診 療 室 内 で の 診 療 に

使 用 さ れ る 空 間 容 積 を 確 保 す る と 共 に 、 フ ァ ン 部 、 フ ィ ル タ ー 部 お よ び ダ ク ト 部 を 遮 蔽 す

る 仕 切 パ ネ ル 部 に 、 フ ィ ル タ ー 部 に 対 す る 操 作 用 の 開 閉 部 を 設 け る こ と で 、 フ ィ ル タ ー 部

を 適 宜 に 交 換 可 能 と し 、 排 気 装 置 の 作 動 効 率 を 維 持 す る と 共 に 、 空 気 の 清 浄 性 を 確 保 す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 さ ら に 、 ハ ウ ス 本 体 の 側 壁 面 部 の う ち 、 吸 気 口 を 有 す る 側 壁 面 部 に 、 室 内 環 境 調 整 用 の

空 調 装 置 を 設 け る こ と で 、 排 気 装 置 の 作 動 に 伴 っ て 診 療 室 内 に 形 成 さ れ る 空 気 の 流 れ を 助

長 す る と 共 に 、 診 療 室 内 の 空 調 に よ る 快 適 性 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 更 に 別 の 形 態 に よ れ ば 、 ハ ウ ス 本 体 の 側 壁 面 部 の う ち 、 排 気 装 置 に 対 向 す る 側 壁 面 部 に

出 入 用 の ド ア を 設 け る こ と で 、 診 療 室 内 に 形 成 さ れ る 空 気 の 流 れ に 、 ド ア の 開 閉 に 伴 う 外

気 の 流 入 に よ る 換 気 流 の 乱 れ が 生 じ る 事 態 を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に 係 る 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス の 外 観 を 示 す

側 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 同 上 実 施 形 態 に 係 る 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス の 外 観 を 、 ハ ウ ス 本

体 外 に 設 置 さ れ る 階 段 部 を 取 り 外 し か つ 出 入 用 の ド ア を 開 い た 状 態 で 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 同 上 実 施 形 態 に 係 る 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス の 、 ハ ウ ス 本 体 内 の

構 成 を 平 面 的 に 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 同 上 実 施 形 態 に 係 る 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス に 備 わ る 排 気 装 置 の

構 成 を 、 側 方 視 に よ り 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 同 上 実 施 形 態 に 係 る 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス に 備 わ る 制 御 装 置 の

構 成 を 、 平 面 視 に よ り 示 す 概 略 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 図 ６ は 、 同 上 実 施 形 態 に 係 る 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス に 備 わ る フ ィ ル タ ー

交 換 報 知 部 の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ７ は 、 同 上 実 施 形 態 に 係 る 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス の 実 装 風 量 試 験 の 結

果 を 示 す 表 を 記 載 し た 説 明 図 で あ る 。

【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 以 下 に 図 面 を 参 照 し て 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ は 、 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に 係 る 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ の 外 観 を 示 す 側 面

図 で あ る 。 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ の 外 観 を 、 ハ ウ ス

本 体 １ １ 外 に 設 置 さ れ る 階 段 部 ３ １ を 取 り 外 し 、 か つ 出 入 用 の ド ア １ ４ （ 図 ２ に お け る 右

側 の ド ア ） を 開 い た 状 態 で 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ は 、 ハ ウ ス 本 体 １ １ と 、 台 車 部 ２ １ と 、 階 段 部 ３ １ と

を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ハ ウ ス 本 体 １ １ は 、 全 体 直 方 体 箱 状 に 形 成 さ れ 、 内 部 に 診 療 室 Ｒ と し て 利 用 可 能 な 空 間

を 有 す る 。 診 療 室 Ｒ を 水 平 方 向 に 包 囲 す る ハ ウ ス 本 体 １ １ の 前 後 左 右 の 側 壁 面 部 １ １ ａ ～

１ １ ｄ の う ち 、 前 後 の 側 壁 面 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ に は 、 後 述 す る 吸 気 口 １ ２ ａ お よ び 排 気 口

１ ３ ａ を 被 覆 す る 吸 気 口 カ バ ー １ ２ 、 排 気 口 カ バ ー １ ３ が 取 り 付 け ら れ 、 左 右 方 向 に お け

る 側 壁 面 部 の う ち 一 方 の 側 壁 面 部 １ １ ｃ に は 、 診 療 室 Ｒ へ の 出 入 り に 用 い ら れ る ド ア １ ４

が 設 け ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 前 方 の 側 壁 面 部 １ １ ａ に 隣 接 し て 、 後 に 述 べ る 空 調 装 置 １ ５

１ の 室 外 機 １ ５ が 設 け ら れ 、 こ の 室 外 機 １ ５ は 、 次 に 述 べ る 牽 引 部 ２ １ ２ 上 方 に 配 置 さ れ

て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 実 施 の 形 態 に お い て は ド ア １ ４ は 引 き 戸 形 式 の ド ア に よ り 構 成 さ れ て い る 。 台 車 部 ２

１ は 、 ハ ウ ス 本 体 １ １ を 地 面 な い し 道 路 上 で 支 持 し 、 適 宜 の 場 所 に お け る 排 気 装 置 付 き ト

レ ー ラ ー ハ ウ ス １ の 固 定 設 置 を 可 能 と す る 。 台 車 部 ２ １ は 、 本 体 部 ２ １ １ と 、 本 体 部 ２ １

１ の 前 方 に 設 け ら れ た 牽 引 部 ２ １ ２ と を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 本 体 部 ２ １ １ は 、 本 実 施 形 態 に あ っ て は 両 側 ２ 本 ず つ 、 合 計 ４ 本 の タ イ ヤ １ ２ １ と 、 ４

本 の 支 持 脚 １ ２ ２ と を 備 え 、 支 持 脚 １ ２ ２ を 地 面 に 向 け て 延 ば し 、 接 地 さ せ る こ と で 、 ハ

ウ ス 本 体 １ １ お よ び 台 車 部 ２ １ を 自 立 さ せ 、 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ を 適 宜 の 場

所 に 固 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 移 動 時 に は 牽 引 部 ２ １ ２ に 自 走 す る 牽 引 車 を 接 続 固 定

し 、 牽 引 車 に よ り 牽 引 さ れ る こ と で 、 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ の 走 行 を 実 現 し 、

目 的 に 応 じ た 場 所 に 運 搬 す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 実 施 の 形 態 に 係 る 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ に あ っ て は 、 「 車 検 付 き の 排 気 装

置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス 」 と し て 構 成 さ れ て お り 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 排 気 装 置 付 き ト レ

ー ラ ー ハ ウ ス １ は 「 道 路 運 送 車 両 法 」 に 基 づ き 登 録 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 本 実 施 の 形 態

に 係 る 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ は 、 自 走 可 能 な 牽 引 車 に よ り 牽 引 さ れ る こ と に よ

り 、 適 法 に 公 道 上 を 、 時 間 に 制 約 さ れ る こ と な く 移 動 す る こ と が で き 、 か つ 、 所 望 の 、 例

え ば 、 病 院 の 駐 車 場 、 庭 等 の 空 き 地 に 停 車 し て 診 療 所 と し て 使 用 さ れ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ に あ っ て は 、 自 走 可 能 な 牽

引 車 に よ り 牽 引 さ れ る 車 両 で あ る こ と か ら 、 建 築 基 準 法 ２ 条 １ 項 に 規 定 す る 「 土 地 へ の 定

着 性 」 は な く 、 法 的 に 「 建 築 物 」 と し て は 取 り 扱 わ れ な い 。 従 っ て 、 車 検 付 き で は な い ト

レ ー ラ ー ハ ウ ス の 場 合 に は 、 使 用 に は 行 政 機 関 に 対 す る 許 可 申 請 が 必 要 と な り 、 申 請 後 長

期 間 に わ た っ て 許 可 を 待 た ね ば な ら な い 、 と い う 不 具 合 が あ る が 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 排
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気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ の 場 合 に は そ の よ う な 不 具 合 は 存 在 せ ず 、 適 宜 、 迅 速 か つ

容 易 に 移 動 し て 所 定 場 所 に 設 置 し 、 診 療 室 と し て の 使 用 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 階 段 部 ３ １ は 、 診 療 室 Ｒ に 出 入 り す る 使 用 者 （ 例 え ば 、 医 療 従 事 者 Ｍ ま た は 被 検 者 等 Ｐ

） の 昇 降 を 補 助 す る た め 、 ハ ウ ス 本 体 １ １ 外 に 、 ハ ウ ス 本 体 １ １ の 側 方 の 側 壁 面 部 １ １ ｃ

に 設 け ら れ た ド ア １ ４ に 隣 接 し て 配 置 さ れ る 。 階 段 部 ３ １ は 、 複 数 の 階 段 ３ １ １ と 、 ド ア

１ ４ を 介 し て 診 療 室 Ｒ に 通 じ る 踊 り 場 ３ １ ２ と を 備 え て い る 。

　 図 ３ は 、 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ の 、 ハ ウ ス 本 体 １ １ 内 の 構 成 、 具 体 的 に は 、

診 療 室 Ｒ の レ イ ア ウ ト を 示 す 平 面 的 概 略 図 で あ る 。

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 「 診 療 室 Ｒ 」 と は 、 医 師 が 患 者 に 対 し て 治 療 な い し 診 察 を 施 す 、

い わ ゆ る 診 療 室 の ほ か 、 患 者 が 治 療 前 に 待 機 す る 待 機 室 お よ び 被 検 者 等 に 対 す る 検 査 （ 例

え ば 、 Ｐ Ｃ Ｒ 検 査 ） を 行 う 検 査 室 等 、 医 療 行 為 と 関 連 し て 飛 沫 の 抑 制 が 求 め ら れ る 空 間 全

般 を 含 む 広 い 概 念 を い う 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 診 療 室 Ｒ は 、 ハ ウ ス 本 体 １ １ の 内 部 に 単 一 の 空 間 と し て 形 成 さ れ 、 側 壁 面 部 間 に 構 造 的

な 仕 切 部 材 を 有 し て い な い 。 ま た 、 換 気 を 行 う た め の 開 口 部 と し て 、 互 い に 前 後 方 向 に お

い て 対 向 す る 一 対 の 側 壁 面 部 １ １ ａ 、 １ １ ｂ の 一 方 に 設 け ら れ た 吸 気 口 １ ２ ａ と 、 他 方 に

設 け ら れ た 排 気 口 １ ３ ａ と を 有 し て い る 。

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 吸 気 口 １ ２ ａ は 、 診 療 室 Ｒ を 画 成 す る 四 方 の 側 壁 面 部 １ １ ａ ～ １

１ ｄ の う ち 、 前 方 の 側 壁 面 部 １ １ ａ に 設 け ら れ 、 排 気 口 １ ３ ａ は 、 こ の 前 方 の 側 壁 面 部 １

１ ａ に 対 向 す る 後 方 の 側 壁 面 部 １ １ ｂ に 設 け ら れ る 。 吸 気 口 １ ２ ａ は 、 側 壁 面 部 １ １ ａ に

お け る 水 平 方 向 の 左 右 各 側 上 端 部 ２ ヵ 所 、 具 体 的 に は 、 右 寄 り の 位 置 と 左 寄 り の 位 置 で あ

っ て 上 端 部 付 近 に お い て 、 そ れ ぞ れ に １ か 所 ず つ 設 け ら れ て い る 。

　 ま た 、 排 気 口 １ ３ ａ は 、 一 方 の 吸 気 口 １ ２ ａ と の 間 に お い て 、 診 療 室 Ｒ を 前 後 方 向 に お

け る 略 同 一 直 線 上 に 配 置 さ れ て い る 。 上 述 し た よ う に 、 吸 気 口 １ ２ ａ は 、 吸 気 口 カ バ ー １

２ に よ り 包 囲 さ れ 、 排 気 口 １ ３ ａ は 、 排 気 口 カ バ ー １ ３ に よ り 包 囲 さ れ て お り 、 こ れ に よ

り 、 雨 水 等 の 進 入 が 抑 制 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 吸 気 口 １ ２ ａ の 間 に は 、 側 壁 面 部 １ １ ａ に 隣 接 し て 診 療 室 Ｒ の 室 内 環 境 調 整 用 の 空 調 装

置 １ ５ １ が 設 け ら れ て い る 。 空 調 値 装 置 １ ５ １ の 吹 出 方 向 は 、 吸 気 口 １ ２ ａ か ら 排 気 口 １

３ ａ へ 向 か う 方 向 に 対 し て 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ は 、 ハ ウ ス 本 体 １ １ 内 部 に 排 気 装 置 ５ を 備 え て い る 。

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 排 気 装 置 ５ は 、 ハ ウ ス 本 体 １ １ 内 の 偶 部 に 配 置 さ れ て お り 、 ハ ウ

ス 本 体 １ １ を 構 成 す る 、 側 壁 面 部 １ １ ｄ 及 び 後 方 の 側 壁 面 部 １ １ ｂ に よ り 画 成 さ れ る 偶 部

に 配 置 さ れ 、 診 療 室 Ｒ 内 の 空 気 を 、 同 様 に こ の 偶 部 に 配 置 さ れ て い る 排 気 口 １ ３ ａ を 介 し

て 排 出 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 排 気 装 置 ５ が 作 動 し た 場 合 に は 、 診 療 室 Ｒ 内 の 空 気 を 排 気 口 １ ３ ａ を

介 し て 診 療 室 Ｒ 外 へ 排 出 さ れ る 。

　 こ の 際 、 排 気 装 置 ５ が 作 動 す る こ と に よ り 、 診 療 室 Ｒ 内 に は 、 外 気 圧 よ り も 低 い 圧 力 の

陰 圧 が 形 成 さ れ る こ と か ら 、 ハ ウ ス 本 体 １ １ 外 の 空 気 は 、 吸 気 口 １ ２ ａ を 介 し て 診 療 室 Ｒ

内 に 導 入 さ れ 、 ド ア １ ４ の 開 閉 に 伴 う 空 気 の 流 出 が 抑 制 さ れ る 。

　 ま た 、 一 方 で 、 吸 気 口 １ ２ ａ か ら は 外 気 が 診 療 室 Ｒ 内 に 導 入 さ れ 、 前 方 の 側 壁 面 部 １ １

ａ か ら 後 方 の 側 壁 面 部 １ １ ｂ 及 び 側 壁 面 部 １ １ ｄ に よ り 構 成 さ れ る 偶 部 に 配 置 さ れ た 排 気

装 置 ５ へ 向 か う 空 気 の 流 れ が 形 成 さ れ る 。 図 ３ は 、 診 療 室 Ｒ の 全 体 に 亘 っ て 形 成 さ れ る 流

れ の 方 向 を 矢 印 Ａ に よ り 示 す 。

　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 で は 、 前 方 の 側 壁 面 部 １ １ ａ の う ち 左 寄 り の 位 置 に 吸 気 口 １ ２ ａ が

備 わ る こ と で 、 前 方 左 隅 の 角 部 と 後 方 右 隅 の 角 部 と を つ な ぐ 対 角 線 に 沿 っ た 斜 め 方 向 の 空

気 の 流 れ Ａ が 形 成 さ れ る こ と と な る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】

　 そ し て 、 例 え ば 、 被 検 者 の 検 査 、 患 者 の 診 察 に 際 し 、 こ の 空 気 の 流 れ Ａ に お け る 上 流 側

に 医 療 従 事 者 Ｍ を 位 置 さ せ 、 下 流 側 に 被 検 者 等 Ｐ を 位 置 さ せ る こ と で 、 被 検 者 等 Ｐ か ら の

、 会 話 や 、 ク シ ャ ミ 、 咳 等 に よ り 発 生 す る 唾 液 の 飛 沫 が 医 療 従 事 者 Ｍ に 及 ぶ こ と を 抑 制 し

、 診 療 時 に お け る 医 療 従 事 者 Ｍ に 対 す る 影 響 な い し 感 染 を 回 避 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 図 ４ は 、 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ に 備 わ る 排 気 装 置 ５ の 構 成 を 側 方 か ら 見 た 状

態 で 示 す 概 略 図 で あ り 、 図 ５ は 、 排 気 装 置 ５ の 構 成 を 上 方 か ら 見 た 状 態 で 示 す 概 略 図 で あ

る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 排 気 装 置 ５ に は 「 ま も る く ん 」 と い う 装 置 製 品 名 称 が

付 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 排 気 装 置 ５ は 、 診 療 室 Ｒ 内 に 、 本 実 施 形 態 で は 、 排 気 口 １ ３ ａ が 備 わ る 後 方 の 側 壁 面 部

１ １ ｂ と 、 こ れ に 隣 接 す る 右 方 の 側 壁 面 部 １ １ ｄ と に よ り 画 成 さ れ る 診 療 室 Ｒ の 隅 部 に 固

定 配 置 さ れ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 排 気 装 置 ５ が 設 け ら れ る 右 側 後 方 の 隅 部 は 、 診 療 室 Ｒ

の 四 隅 の 隅 部 の う ち 、 出 入 用 の ド ア １ ４ に 対 向 す る 隅 部 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 排 気 装 置 ５ は 、 フ ァ ン 部 ５ １ と 、 フ ィ ル タ ー 部 ５ ２ と 、 ダ ク ト 部 ５ ３ と を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 フ ァ ン 部 ５ １ 、 フ ィ ル タ ー 部 ５ ２ お よ び ダ ク ト 部 ５ ３ は 、 外 部 を 仕 切 パ ネ ル 部 ５ ４ に よ

り 被 覆 さ れ 、 診 療 室 Ｒ の 内 部 に 対 し 、 仕 切 パ ネ ル 部 ５ ４ に よ り 遮 蔽 さ れ た 状 態 に あ る 。 排

気 装 置 ５ は 、 仕 切 パ ネ ル 部 ５ ４ の 前 面 に 形 成 さ れ た 通 気 口 ５ ａ を 介 し て 診 療 室 Ｒ 内 の 空 気

を 吸 入 す る こ と が 可 能 で あ る と 共 に 、 仕 切 パ ネ ル 部 ５ ４ の 側 面 に 設 け ら れ た 開 閉 部 ５ ｂ を

介 し て 診 療 室 Ｒ の 内 部 か ら の 操 作 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 フ ァ ン 部 ５ １ は 、 診 療 室 Ｒ 内 に 陰 圧 を 形 成 す る 際 に 連 続 的 ま た は 断 続 的 に 作 動 す る も の

で あ り 、 診 療 室 Ｒ 内 の 空 気 を 吸 入 し 、 後 述 す る 排 気 口 １ ３ ａ に 向 け て 送 り 出 す 。 本 実 施 形

態 に お い て 、 排 気 装 置 ５ の 筐 体 の 内 部 は 、 空 気 の 流 れ の 方 向 に ３ つ の 部 屋 に 隔 て ら れ 、 フ

ァ ン 部 ５ １ は 、 最 も 下 流 側 の 部 屋 に 設 置 さ れ て い る 。 フ ァ ン 部 ５ １ は 、 本 実 施 の 形 態 に あ

っ て は 、 シ ロ ッ コ フ ァ ン に よ り 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 フ ィ ル タ ー 部 ５ ２ は 、 フ ァ ン 部 ５ １ の 上 流 側 に 配 置 さ れ 、 吸 入 さ れ た 空 気 に 含 ま れ る 埃

等 の 異 物 を 除 去 す る と 共 に 、 ウ ィ ル ス を 捕 捉 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 フ ィ ル タ ー 部 ５

２ は 、 捕 捉 対 象 の 粒 子 径 が 異 な る ２ つ の フ ィ ル タ ー を 備 え る 。 １ つ は 、 フ ァ ン 部 ５ １ の 直

近 の 上 流 側 に 設 け ら れ た Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー ５ ２ １ で あ り 、 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー ５ ２ １ に

よ り 、 空 気 中 の ウ ィ ル ス を 捕 捉 可 能 で あ る 。 他 の １ つ は 、 予 備 フ ィ ル タ ー ５ ２ ２ で あ り 、

Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー ５ ２ １ の さ ら に 上 流 側 に 配 置 さ れ 、 よ り 大 き な 粒 子 径 の 埃 等 を 、 Ｈ Ｅ

Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー ５ ２ １ へ の 流 入 前 に 除 去 す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ダ ク ト 部 ５ ３ は 、 側 面 略 Ｌ 字 状 に 屈 曲 し て 配 置 さ れ 、 フ ァ ン 部 ５ １ の 下 流 側 に 接 続 し 、

フ ァ ン 部 ５ １ か ら 送 出 さ れ た 空 気 を 側 壁 面 部 １ １ ｂ の 排 気 口 １ ３ ａ に 向 け て 案 内 す る よ う

に 構 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 ダ ク ト 部 ５ ３ は 、 一 部 が 蛇 腹 状 に 形 成 さ れ 、 フ

ィ ル タ ー 部 ５ ２ の シ ロ ッ コ フ ァ ン を 鉛 直 上 向 き に 出 た 空 気 を 、 水 平 方 向 に 転 向 さ せ 、 排 気

口 １ ３ ａ に 送 り 込 む 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 こ の よ う に 、 診 療 室 Ｒ 内 の 空 気 は 、 フ ァ ン 部 ５ １ に よ り 排 気 装 置 ５ に 吸 入 さ れ 、 排 気 装

置 ５ の 内 部 で フ ィ ル タ ー 部 ５ ２ に よ り 埃 お よ び ウ ィ ル ス 等 が 除 去 さ れ 、 清 浄 化 さ れ た 後 、

ダ ク ト 部 ５ ３ を 通 過 し 、 排 気 口 １ ３ ａ を 介 し て ハ ウ ス 本 体 １ １ か ら 流 出 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ は 、

以 上 に 加 え 、 フ ィ ル タ ー 交 換 報 知 部 ５ ５ を 備 え る 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 フ ィ ル タ ー 交 換 報 知 部 ５ ５ 、 フ ィ ル タ ー 部 ５ ２ は 、 捕 捉 粒 子 径 が 小 さ

い Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー ５ ２ １ の フ ィ ル タ ー で の ご み 等 の 付 着 物 の 堆 積 量 が 増 加 し 、 交 換 時

期 に あ る か 、 ま た は 交 換 時 期 が 近 い こ と を 使 用 者 に 報 知 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

　 フ ィ ル タ ー 交 換 報 知 部 ５ ５ に よ る 報 知 対 象 は 、 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー ５ ２ １ に 限 ら ず 、 捕

捉 粒 子 径 が よ り 大 き い 予 備 フ ィ ル タ ー ５ ２ ２ で あ っ て も よ い し 、 具 体 的 な 報 知 対 象 の 特 定

は せ ず 、 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー ５ ２ １ お よ び 予 備 フ ィ ル タ ー ５ ２ ２ の 双 方 を 含 め 、 フ ィ ル タ

ー 部 ５ ２ の 全 体 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 フ ィ ル タ ー 交 換 報 知 部 ５ ５ は 、 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー ５ ２ １ の 上 流 側 の 気 圧 Ｐ ｕ ｓ と Ｈ Ｅ

Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー ５ ２ １ の 下 流 側 の 気 圧 Ｐ ｄ ｓ と を 導 入 し 、 こ れ ら の 気 圧 の 差 が 生 じ た 場 合

、 即 ち 、 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー ５ ２ １ の 前 後 の 差 圧 が 所 定 以 上 の 値 に 至 っ た 場 合 に 作 動 し 、

フ ィ ル タ ー 部 ５ ２ の 交 換 を 促 す た め の 報 知 を 使 用 者 に 対 し て 実 行 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 図 ４ に は 、 排 気 装 置 ５ 、 特 に フ ァ ン 部 ５ １ の 操 作 イ ッ チ Ｓ Ｗ を 示 す 。 操 作 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ

は 、 フ ァ ン 部 ５ １ の 起 動 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ の ほ か 、 フ ァ ン 部 ５ １ の 送 風 量 の 大 小 を 切 り 替 え

る た め の 切 替 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ を 有 す る 。 フ ィ ル タ ー 交 換 報 知 部 ５ ５ の 表 示 部 ５ ５ ２ は パ イ

ロ ッ ト ラ ン プ に よ り 構 成 さ れ 、 操 作 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ に 隣 接 さ せ て 配 置 し 、 側 壁 面 部 １ １ ａ ～

１ １ ｄ の 一 部 、 例 え ば 、 後 方 の 側 壁 面 部 １ １ ｂ に 設 置 す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 図 ６ は 、 フ ィ ル タ ー 交 換 報 知 部 ５ ５ の 構 成 を 簡 易 的 に 示 す 回 路 図 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 フ ィ ル タ ー 交 換 報 知 部 ５ ５ は 、 セ ン サ ス イ ッ チ 部 ５ ５ １ と 、 表 示 部 ５ ５ ２ と を 備 え る ほ

か 、 電 源 ５ ５ ３ お よ び 抵 抗 ５ ５ ４ を 備 え て い る 。 セ ン サ ス イ ッ チ 部 ５ ５ １ は 、 通 常 時 に 開

い た 状 態 （ Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 ） に あ り 、 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー ５ ２ １ の 上 流 側 の 気 圧 Ｐ ｕ ｓ と Ｈ Ｅ

Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー ５ ２ １ の 下 流 側 の 気 圧 Ｐ ｄ ｓ と を 導 入 し 、 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー ５ ２ １ の 前

後 の 差 圧 Δ Ｐ が 所 定 以 上 の 値 に 至 っ た 場 合 に 、 回 路 を 閉 じ （ Ｏ Ｎ 状 態 ） 、 表 示 部 ５ ５ ２ に

電 源 を 供 給 す る 。 こ れ に よ り 、 表 示 部 ５ ５ ２ が 作 動 し 、 使 用 者 に 対 す る 報 知 を 実 行 す る 。

　 表 示 部 ５ ５ は 、 例 え ば 、 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ を 備 え 、 使 用 者 に 対 す る 報 知 は 、 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ の

点 灯 に よ り 達 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ を 自 走 す る 牽 引 車

を 利 用 す る こ と に よ り 、 適 宜 所 望 の 場 所 へ 移 動 さ せ 、 例 え ば 、 病 院 の 敷 地 内 （ 病 棟 外 の 敷

地 で あ り 、 例 え ば 、 駐 車 場 ） に 設 置 す る と 共 に 、 排 気 装 置 ５ を 作 動 さ せ て 、 診 療 室 Ｒ 内 の

空 気 を 診 療 室 Ｒ 外 へ 排 出 す る こ と で 、 換 気 を 効 果 的 に 行 え る 診 療 室 Ｒ を 設 置 す る こ と が で

き る 。 こ れ に よ り 、 病 棟 外 に 診 療 室 と し て 使 用 可 能 な 空 間 を 形 成 し 、 発 熱 外 来 等 に 迅 速 に

対 応 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 米 国 疾 病 管 理 予 防 セ ン タ ー （ Ｃ Ｄ Ｃ ） ガ イ ド ラ イ ン に 定 め ら れ る

、 １ 時 間 当 た り １ ２ 回 以 上 の 室 内 換 気 と 、 室 内 外 の 気 圧 差 が ２ ５ Ｐ ａ 以 上 で あ る 陰 圧 形 成

と 、 に 対 応 す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 図 ７ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ に お い て 、 排 気 装 置 ５ を 実

際 に 作 動 さ せ る こ と に よ り 得 ら れ た 、 換 気 風 量 と 、 診 療 室 Ｒ の 内 と 外 と の 間 の 気 圧 差 （ 室

内 外 気 圧 差 ） と の 実 験 結 果 を 示 す 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 こ の 実 装 風 量 試 験 に 用 い ら れ た 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ の 内 寸 は 、 幅 が ２ ． ２

４ ４ ｍ 、 長 さ が ３ ． ４ ６ ３ ｍ 、 高 さ が ２ ． ３ ０ ０ ｍ で あ り 、 診 療 室 Ｒ の 室 内 容 積 は 、 １ ７

． ８ ７ ｍ
3
で あ る 。

　 風 量 は 、 排 気 口 １ ３ ａ に 本 実 験 に 使 用 さ れ た 計 測 器 （ カ ス タ ム 風 速 風 量 計 ： Ｗ Ｓ -０ ５
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） を 接 続 す る こ と に よ り 測 定 し 、 排 気 装 置 ５ の 電 源 を 投 入 し た 後 、 動 作 が 安 定 し た 時 点 で

の １ 分 当 た り の 風 量 （ ｍ
3
／ ｍ ｉ ｎ ］ ） お よ び 室 内 外 気 圧 差 （ ［ Ｐ ａ ］ ） を 測 定 し た 。 さ

ら に 、 上 記 風 量 を 、 １ 時 間 当 た り の 風 量 （ ［ ｍ
3
／ Ｈ ］ ） に 換 算 し た 。 測 定 は ３ 回 に 亘 っ

て 実 施 し 、 １ 回 当 た り の 測 定 時 間 は ３ 分 と し た 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 Ｃ Ｄ Ｃ ガ イ ド ラ イ ン に よ れ ば 、 最 低 限 の 要 件 と し て １ 時 間 当 た り １ ２ 回 の 室 内 換 気 （ 排

気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ の 室 内 容 積 に よ り 風 量 に 換 算 し た 場 合 に は ２ １ ４ ． ４ ４ ｍ

3） と 、 ２ ． ５ Ｐ ａ の 室 内 外 気 圧 差 と を 必 要 と す る も の で あ る 。

　 こ れ に 対 し 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ に よ り 行 っ た 実 験 に

お い て は 、 室 内 換 気 の 要 件 と し て は 、 １ 時 間 あ た り １ ６ 回 以 上 の 換 気 を 行 う こ と と し 、 ３

回 に わ た っ て 、 風 量 及 び 室 内 外 気 差 に つ い て 計 測 し た 。 こ の 場 合 、 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ

ー ハ ウ ス １ の 室 内 容 積 に 基 づ く 風 量 換 算 値 は ２ ８ ５ ． ９ ２ ｍ
3
以 上 と な る 。

　 実 験 の 結 果 、 １ 時 間 当 た り の 風 量 は 平 均 値 で ５ ． ２ ３ ｍ
3
/minで あ っ て 、 同 様 に 室 内 外

気 圧 差 の 平 均 値 は １ ８ ． ６ ７ Ｐ ａ で あ る こ と が 判 明 し た 。 そ し て 、 １ 時 間 換 算 の 風 量 の 平

均 値 と し て は ３ １ ４ ． ０ ０ ｍ
3
と い う 結 果 が 得 ら れ た 。

　 こ の 数 値 は 、 Ｃ Ｄ Ｃ ガ イ ド ラ イ ン に お け る 風 量 ２ １ ４ ． ４ ４ ｍ
3
と い う 基 準 を 大 き く 上

回 る も の で あ り 、 本 実 施 形 態 に 係 る 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス １ に よ り 、 Ｃ Ｄ Ｃ ガ イ

ド ラ イ ン に よ る 防 疫 環 境 基 準 値 を 満 足 す る 結 果 が 得 ら れ た 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 に 示 す 効 果 が 得 ら れ る 。

　 フ ァ ン 部 ５ １ 及 び ダ ク ト 部 ５ ３ に よ り 排 出 診 療 室 Ｒ 内 の 空 気 を 円 滑 に 排 出 し て 外 気 と の

間 で 適 度 な 陰 圧 を 形 成 し 、 良 好 な 換 気 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 フ ィ ル タ ー 部 ５ ２ に よ

り 、 排 出 す る 空 気 の 清 浄 化 を 達 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 シ ロ ッ コ フ ァ ン を 採 用 す る こ と に よ り 、 フ ァ ン 部 ５ １ に ダ ク ト 部 ５ ３ を 接 合 し て 外 部 へ

の 確 実 な 排 気 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 補 助 フ ィ ル タ ー ５ ２ ２ に よ り 、 埃 等 を 除 去 し て 、 埃 等 に 起 因 す る Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー ５

２ １ の 目 詰 ま り を 抑 制 す る と 共 に 、 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー ５ ２ １ に よ り 、 診 療 室 Ｒ 内 の 空 気

に 含 ま れ る ウ ィ ル ス の 外 部 へ の 放 出 を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 フ ィ ル タ ー 交 換 報 知 部 ５ ５ に よ り 、 フ ィ ル タ ー 部 ５ ２ が 交 換 時 期 に あ る か ま た は フ ィ ル

タ ー 部 ５ ２ の 交 換 時 期 が 近 い こ と を 使 用 者 に よ る 認 識 を 促 す こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー ５ ２ １ の 上 流 側 の 気 圧 Ｐ ｕ ｓ と Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー ５ ２ １ の 下 流 側

の 気 圧 Ｐ ｄ ｓ と の 差 圧 に 基 づ き 、 フ ィ ル タ ー 部 ５ ２ の 交 換 時 期 を 適 切 に 判 定 す る と 共 に 、

表 示 部 ５ ５ ２ に よ り 、 フ ィ ル タ ー 部 ５ ２ が 交 換 時 期 に あ る こ と の 使 用 者 に よ る 認 識 を よ り

確 実 に 促 す こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 排 気 装 置 ５ を 診 療 室 Ｒ の 隅 部 に 設 け る こ と で 、 診 療 室 Ｒ の 空 間 容 積 を 確 保 す る と 共 に 、

フ ァ ン 部 ５ １ 、 フ ィ ル タ ー 部 ５ ２ お よ び ダ ク ト 部 ５ ３ を 遮 蔽 す る 仕 切 パ ネ ル 部 ５ ４ に 、 フ

ィ ル タ ー 部 ５ ２ に 対 す る 操 作 用 の 開 閉 部 ５ ｂ を 設 け る こ と で 、 フ ィ ル タ ー 部 ５ ２ を 適 宜 に

交 換 可 能 と し 、 排 気 装 置 ５ の 作 動 効 率 を 維 持 す る と 共 に 、 空 気 の 清 浄 性 を 確 保 す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 さ ら に 、 ハ ウ ス 本 体 １ １ の 側 壁 面 部 の う ち 、 吸 気 口 １ ２ ａ を 有 す る 側 壁 面 部 １ １ ａ に 、

室 内 環 境 調 整 用 の 空 調 装 置 １ ５ １ を 設 け る こ と で 、 排 気 装 置 ５ の 作 動 に 伴 っ て 診 療 室 Ｒ 内

に 形 成 さ れ る 空 気 の 流 れ に 乱 れ が 生 じ る の を 抑 制 し な が ら 、 診 療 室 Ｒ の 快 適 性 を 確 保 す る

こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】
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　 ハ ウ ス 本 体 １ １ の 側 壁 面 部 の う ち 、 排 気 装 置 ５ に 対 向 す る 側 壁 面 部 １ １ ｃ に 出 入 用 の ド

ア １ ４ を 設 け る こ と で 、 診 療 室 Ｒ 内 に 形 成 さ れ る 空 気 の 流 れ に 、 ド ア １ ４ の 開 閉 に 伴 う 外

気 の 流 入 に よ る 内 部 で の 換 気 気 流 の 乱 れ が 生 じ る 事 態 を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 １ … 排 気 装 置 付 き ト レ ー ラ ー ハ ウ ス

　 ５ … 排 気 装 置

　 １ １ … ハ ウ ス 本 体

　 １ １ ａ ～ １ １ ｄ … 側 壁 面 部

　 １ ２ ａ … 吸 気 口

　 １ ３ ａ … 排 気 口

　 １ ４ … ド ア

　 ５ １ … フ ァ ン 部

　 ５ ２ … フ ィ ル タ ー 部

　 ５ ２ １ … Ｈ Ｅ Ｐ Ａ フ ィ ル タ ー

　 ５ ２ ２ … 補 助 フ ィ ル タ ー

　 ５ ３ … ダ ク ト 部

　 ２ １ … 台 車 部

　 ３ １ … 階 段 部

　 Ｒ … 診 療 室

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

10

20



(12) JP  3229933  U   2020.12.24

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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